
 

 

令和４年度地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

サイエンスフェスティバル 

事業概要 

期 日 令和４年 12月３日（土）～12 月４日（日） 

会 場 国立日高青少年自然の家  

協 力 苫小牧工業高等専門学校サイエンス部 

募 集 小学校３年生～６年生の児童を含む家族（30 家族） 

参加者 28 家族（76 名） 

ねらい 

 自然科学に触れる体験活動の機会

と場を提供することを通して、青少

年の知的好奇心を刺激するととも

に、子どもの理系分野への興味・関心

を高める。 

ねらい 
コロナ禍における家族の心身の健康を

取り戻す一助とするとともに、幼児期

における体験活動及び読書活動の重要

性について普及啓発する。 

企画のポイント 

参加家族を６グループに分け、グループごとに

１回 40分の科学体験ブース（全６ブース）を時間

割にもとづき、２日間ですべて体験できるプログ

ラムとした。 
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事業の様子 

電気を作る実験 サンドブラスト 

紫外線を利用した工作 

参加者の声 

液体窒素はなかなか間近で見ることがで
きないので面白かったです。 

プログラミングはすご
く頭を使いました。 

募集チラシ 

化学の実験アラカルト アロマオイルを使った工作 

ミニサイエンスショー ロボットプログラミング 


